
次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

航
空
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
施
設
の
あ
る
飛
行
場
に
着
陸
す
る
航
空
機
（
国

土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
の
使

用
料
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
五
年
運
輸
省
告
示

第
七
十
六
号
。
以
下
「
使
用
料
告
示
」
と
い
う
。）一

キ
⒜
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
及
び
一

キ
⒝

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）の
着
陸
料
の
額
は
、
昭
和

五
十
年
防
衛
庁
告
示
第
百
五
十
五
号
第
一
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
使
用
料
告
示
一

の
規
定
に
よ
り
得

た
金
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
当

該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
た
金
額
と
す
る
。
た

だ
し
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨

物
の
運
送
を
行
う
国
内
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機

（
当
該
航
空
機
の
最
大
離
陸
重
量
（
以
下
「
重
量
」

と
い
う
。）が
五
十
ト
ン
以
下
の
も
の
に
限
る
。）に
つ

い
て
の
着
陸
料
の
額
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
使
用
料
告
示

一

ア
若
し
く
は
イ
又
は
一

エ
の
規
定
に
よ
り
計

算
し
て
得
た
金
額
に
五
分
の
四
（
重
量
が
二
十
ト
ン

以
下
の
航
空
機
に
あ
っ
て
は
十
分
の
七
）
を
乗
じ
た

金
額
と
す
る
。
ま
た
、
次
の
第
六
号
及
び
第
七
号
に

掲
げ
る
航
空
機
（
空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

八
十
号
）
第
十
四
条
に
規
定
す
る
協
議
会
の
構
成
員

そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
る
国
際
路
線
の
拡
大
に
向
け

た
優
れ
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
国
土

交
通
省
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
空
港
（
以
下
「
指
定
空

港
」
と
い
う
。）に
着
陸
す
る
も
の
に
限
る
。）の
着
陸

料
の
額
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗

じ
た
金
額
以
下
で
国
土
交
通
省
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

金
額
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
航
空
機
の
着

陸
料
の
額
は
、
次
の
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
金
額
と
す
る
。

航
空
法
第
五
十
六
条
の
四
第
一
項
に
よ
り
指
定
さ

れ
た
施
設
の
あ
る
飛
行
場
に
着
陸
す
る
航
空
機
（
国

土
交
通
大
臣
が
設
置
し
、
及
び
管
理
す
る
空
港
の
使

用
料
に
関
す
る
告
示
（
昭
和
四
十
五
年
運
輸
省
告
示

第
七
十
六
号
。
以
下
「
使
用
料
告
示
」
と
い
う
。）一

キ
⒜
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
も
の
及
び
一

キ
⒝

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）の
着
陸
料
の
額
は
、
昭
和

五
十
年
防
衛
庁
告
示
第
百
五
十
五
号
第
一
の
規
定
に

か
か
わ
ら
ず
、
使
用
料
告
示
一

の
規
定
に
よ
り
得

た
金
額
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
当

該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
た
金
額
と
す
る
。
た

だ
し
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で
旅
客
又
は
貨

物
の
運
送
を
行
う
国
内
航
空
に
従
事
す
る
航
空
機

（
当
該
航
空
機
の
最
大
離
陸
重
量
（
以
下
「
重
量
」

と
い
う
。）が
五
十
ト
ン
以
下
の
も
の
に
限
る
。）に
つ

い
て
の
着
陸
料
の
額
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
使
用
料
告
示

一

ア
若
し
く
は
イ
又
は
一

エ
の
規
定
に
よ
り
計

算
し
て
得
た
金
額
に
五
分
の
四
（
重
量
が
二
十
ト
ン

以
下
の
航
空
機
に
あ
っ
て
は
十
分
の
七
）
を
乗
じ
た

金
額
と
す
る
。
ま
た
、
次
の
第
六
号
及
び
第
七
号
に

掲
げ
る
航
空
機
（
空
港
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第

八
十
号
）
第
十
四
条
に
規
定
す
る
協
議
会
の
構
成
員

そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
る
国
際
路
線
の
拡
大
に
向
け

た
優
れ
た
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
国
土

交
通
省
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
空
港
（
以
下
「
指
定
空

港
」
と
い
う
。）に
着
陸
す
る
も
の
に
限
る
。）の
着
陸

料
の
額
に
つ
い
て
、
当
該
各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗

じ
た
金
額
以
下
で
国
土
交
通
省
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

金
額
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
航
空
機
の
着

陸
料
の
額
は
、
次
の
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

当
該
金
額
と
す
る
。

一

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で

旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
（
次
号
か
ら

第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
十
分
の

七（
た
だ
し
、国
内
航
空
に
従
事
す
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
四
分
の
一
）

一

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で

旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
（
次
号
か
ら

第
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
十
分
の

七（
た
だ
し
、国
内
航
空
に
従
事
す
る
も
の
に
あ
っ

て
は
、
四
分
の
一
）

二

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で

旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
の
う
ち
、
東

京
国
際
空
港
、
大
阪
国
際
空
港
、
新
千
歳
空
港
又

は
福
岡
空
港
を
使
用
空
港
と
す
る
路
線
に
係
る
も

の
で
国
内
航
空
に
従
事
す
る
も
の

二
分
の
一

二

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で

旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
の
う
ち
、
東

京
国
際
空
港
、
大
阪
国
際
空
港
、
新
千
歳
空
港
又

は
福
岡
空
港
を
使
用
空
港
と
す
る
路
線
に
係
る
も

の
で
国
内
航
空
に
従
事
す
る
も
の

二
分
の
一

三

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で

旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
の
う
ち
、
成

田
国
際
空
港
、
中
部
国
際
空
港
又
は
関
西
国
際
空

港
を
使
用
空
港
と
す
る
路
線
に
係
る
も
の
で
国
内

航
空
に
従
事
す
る
も
の

三
分
の
一

三

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
他
人
の
需
要
に
応
じ
、
有
償
で

旅
客
又
は
貨
物
の
運
送
を
行
う
も
の
の
う
ち
、
成

田
国
際
空
港
、
中
部
国
際
空
港
又
は
関
西
国
際
空

港
を
使
用
空
港
と
す
る
路
線
に
係
る
も
の
で
国
内

航
空
に
従
事
す
る
も
の

三
分
の
一

四

﹇
略
﹈

四

﹇
同
上
﹈

五

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
九
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
国
際
旅
客
チ
ャ
ー
タ
ー
便
（
貸

切
契
約
に
基
づ
き
運
航
さ
れ
る
国
際
航
空
に
従
事

す
る
航
空
機
で
あ
っ
て
、
旅
客
の
運
送
を
行
う
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
る
も
の
（
第
七
号

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
二
分
の
一

五

令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
の
間
、
国
際
旅
客
チ
ャ
ー
タ
ー
便
（
貸

切
契
約
に
基
づ
き
運
航
さ
れ
る
国
際
航
空
に
従
事

す
る
航
空
機
で
あ
っ
て
、
旅
客
の
運
送
を
行
う
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）で
あ
る
も
の
（
第
七
号

に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。）
二
分
の
一

六
・
七

﹇
略
﹈

六
・
七

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 (号外第号)官 報
〇
防
衛
省
告
示
第
百
一
号

飛
行
場
及
び
航
空
保
安
施
設
の
設
置
及
び
管
理
の
基
準
に
関
す
る
訓
令
（
昭
和
三
十
三
年
防
衛
庁
訓
令
第
百
五
号
）

第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
自
衛
隊
が
管
理
す
る
飛
行
場
等
を
国
の
航
空
機
以
外
の
航
空
機
が
使
用
す
る
場
合

の
使
用
料
の
額
の
特
例
に
関
す
る
告
示
（
平
成
十
一
年
防
衛
庁
告
示
第
四
十
九
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
四
月
一
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎

〇
東
北
地
方
整
備
局
告
示
第
七
十
四
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
四
月
一
日

東
北
地
方
整
備
局
長

西
村

拓

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

四
十
七
号


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